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フレンドシップフォース広島 会長 弓手 博
≪2019年の成果≫ 

  2019年ＦＦ広島が取り組んだ国際交流の成果は3つ。一つは、第2回「世界の若者交流＝ 

Global Youth Journey」GYJの実施、二つ目は、第2回オーストラリア英語研修、三つ目は、 第2回

ウエブキャンパス・アジア太平洋。それぞれ、2020年のFF活動の発展拡充へとつながる基盤をつ

くることができました。さらに、FF広島今年最大の成果としては、若者世代の参加が進みFF活動が

活性化して会の魅力が高まったため、2019年末現在で会員総数は 90名を超えました。

≪2020年の目標❶ ❷≫ 

  開かれた国際交流の推進団体として、FF広島の社会的認知度とブランド力を高める努力を 

続けるとともに、組織のビジョンとミッションを忘れることなく、これまで築いてきた 「レピティション管

理」にも真剣に取り組むことが求められる段階に入ってきました。そこで、社会のグローバル化とIT

化が進むなか、組織体制最適化のために、企画管理部門の常設担当デイレクターとして次の

方々を選出しました。 

❶ 外国人1名（副会長Managing Director）、日本人1名(事務局次長Undersecretary）、 交流企

画・行程管理デイレクター + 1名、青少年交流担当デイレクター + 1名、パーティ・エンタメ担当

デイレクター + 1名、ウエブサイト・広報担当デイレクター + 1名 加えて、多くの方々からの熱心な

ご提案を受けて、下記の【既設サロン】と【創発クラブ】 をあらためて認定し、今後、常設又は期

間限定のFFグループ活動として支援することに決めました。これにより、できるだけ多くの会員がFF

の活動に参加することができるようになると考えました。

❷ サロン（ダンス・ミュージック ＋ ダニエル）、サロン（カンカン）、サロン（エリック）、サロン（カ

ジュアル） 以上、4サロンクラブ（WebCampus 外国人1名も参加）、クラブ（インバウンド・HC）、クラ

ブ（アウトバウンド・AC）、クラブ（海外英語研修・AC）、クラブ（ホスピタリテイ－、 Dinnerホスト、Day

ホスト）、クラブ（なでしこ） 以上、6クラブ

このように、2020年も会員皆様の幅広いご理解とご協力、ご参加を得ながら、FF広島の活動が

サステイナブルに継続発展し、❶❷の目標が達成しますよう一層取り組みを強化して参りたいと考

えています。

【 令和２年１月２６日 発行 】
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  Global Youth Programは、2019年６月１０日（月）～６月１５日（土）、14名のアンバサダー（大人7名、学生7名）

を、アメリカ、オーストラリア、カナダ、フランス、ロシア、　　国
　　　　　　交換行事を行いました。今回は、オリエンテーションで、副市長さんへの表敬訪問もスムーズに運

び、福山市の「ローズマインド」をしっかりアピールして、交流がスタートしました。学生アンバサダーの年齢が11歳か

ら22歳までと、年齢差があり、明王台高等学校訪問では、日本文化の紹介や、茶道体験を取り入れるなど、大

変なご苦労をお掛けしました。今回から、ディナーホストを募集して、滞在中1回、ホストに替わってディナーの準備を

お願いしました。初めての試みでしたが、アンバサダーの方がホストだけでなく、他の家庭で交流を深めることがで

き、ＦＦ広島の取り組みが、一歩前進しました。In-Boundを受け入れるには、快くホスト、ディナーホスト、デイホストをお引

き受け下さる会員のご協力が不可欠です。交流を通じて、言葉以上に大切な人と人との温かい繋がりや、友情を

紡げる中にこそ、Friendship Force の目指すものがあると毎回教えられます。 
ホスト、デイナーホスト、デエイホストをお引き受け下さいさいました皆さまのご協力に、心より感謝申しあげます。

 ＨＣ  廣森 弥生 Ｃo－ＨＣ  菅川 広弥 

Global Youth Journey to Japan 

【 G Y J プログラムの日程  】

１０月１０日（月）  オリエンテーション・福山副市長表敬訪問・ホストマッチング 
（福山市役所3Ｆ会議室）  

１０月１１日（火）  明王台高等学校訪問・交流

１０月１２日（水）  広島平和公園訪問・平和学習 

１０月１３日（木）  午前中ホストとフリータイム・ 午後神勝寺座禅体験 

１０月１４日（金）  宮島観光とショッピイング・フェアウェルパーテイ（福山八幡神社）

１０月１５日（土）  東京へ移動
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 期間 2019年 6月23日～7月3日 

アンバサダー 11名 （広島クラブ 9名、東京クラブ 1名、奈良クラブ 1名）

6月23日～29日  W.Michigan クラブ交流

6月29日～7月2日 オプショナルツアー  Chicago 観光 （N. Illinois クラブ SOH）

   交流を終えて帰国した今も、心は温かい気持ちで満たされています。今回は２年前に福山で スティさ

れた方たちの多くがホストを引き受けてくださいました。私のホストのPeg も例外ではありません。Frank と Peg

ご夫妻は、今年１月より Senior Retirement Centerに入居され、私もそちらでお世話になりました。彼女の毎

日は手助けの必要なFrankの身のまわりのお世話から始まります。彼女自身がご高齢であり、厳しい環境

のなかにありながら、人との交流を大切にされ、ご自身も楽しまれている姿に感銘を受けました。 その施

設の中では、入居している方々のための趣味の講座や様々なプログラムが組まれ、適齢期の（！？）

私としては興味深く、参考になることが多々ありました。 自然の風がよぎる木立の中での２度のピクニック

ランチ、ミシガン湖では心地よい風をうけて乗った帆船、Saugatuck の心癒される自然…そしてFarewell Party

では、ホストも私たちも輪になって手をつないで歌った「FFの歌」。あの光景は今も、これからもずっと鮮明に

私の目に焼き付いていることでしょう。人との触れ合いの中にこそ感動があるのではないかと、改めて強く

感じた旅でした。

 AC 久田 悦子   Co-AC 猪原 俊郎 

2019年度 FF広島 

Out Bound Western Michigan 
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    2019年のEnglish Learning Journey はAustralia東南部の 
Murray Bridgeと東海岸のKempseyでした。今回の一番の目玉は、 
小学生、中学生や高校生を伴っての研修旅行だったことです。 
保護者も同行で⺟⼦ともにウキウキで旅行準備を始めました。 
 また、⻑崎県や群⾺県からの参加者もおり⽼若男⼥のアンバサ
ダー一行になりました。 
    メンバーが確定してから、事前説明会を開き現地のホストコー
ディネーターとｉＰａｄを使って自己紹介をしました。初めて見る
ホストに対してだけでなく、何万マイルも離れたオーストラリアに
いる人と直接face to faceで話ができることに一同興奮気味でした。この体験が刺激的だったようでま
た説明会を開いてほしいと声が多く、第２回説明会では持参物やＥＳＴＡの確認など最終チェックを
行うとともに、現地でのパーティでの出し物の練習をしました。こうして旅行前から互いの絆を深
め、国内での集合場所である羽田空港で対面した時には、もう既に何年来の友人のように打ち解けて
いました。 
    もう一点の特徴は、二つの受け入れクラブがかなり離れており、かなりの距離を国内便で移動した
ことです。最初のクラブ訪問後はアデレードに出て、そこからシドニーまで国内便で移動。帰国組は
ここでさよなら、後ろ髪が身を引かれる思いで帰国の途につきました。残った私たちは国内便に乗り
換えポートマックウォーリーに飛びました。ポートマックォーリーでは初めてファームステイをしま
した。牛、羊やアルパカに鶏たちを飼育しており餌やりを体験しました。毎朝のベーコンエッグは産
みたての卵を料理して美味しくいただきました。 
 今回の訪問では、市⻑との会談、記念の植樹、ビーチウオーク、セスナでのフライト、野生のカン
ガルーやコアラなど様々な生き物との遭遇などオーストラリアの雄大な自然、環境保護を肌で感じる
体験ができました。 
 しかし、私たちアンバサダーにとって忘れられないのは、私たちを暖かく受け入れてくださったホ
ストたち、毎昼手づくりのピクニックランチを持参くださった会員のおもてなしや心のこもった交流
に感激し、これこそが一番の成果で忘れられない思い出になりました。また、⼦どもたちを連れての
ステイは本人をよく知らないということもあり非常に責任の重い業務となったことも事実です。今後
こういったケースでは保護者同伴を原則とすることが妥当だと思います。いろいろありましたが全員
無事に帰国できてホッとしました。 
 これからも世界各地を訪れ、互いの違いや共通を認め合い人とのつながりを広げていきたいと強く
思っています。参加者全員のご協力のお陰をもちAC,Co-ACの務めを果たすことができました。ありが
とうございました。 
                                                                                                            AC  小野  一惠     Co-AC  川崎  武博           
  

  

 
 

Murray Bridge Kempsey 

       2019 English Learning Journey 旅行報告 
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Leicestershire Club 受け入れ報告  
 

   10月30日（水）から11月6日（水）まで、イギリスとレスターシャーから14名のアンバサダーを受け入れまし

た。今回の受け入れは、広島クラブのレスターシャ―訪問のCounter Visit ということで、うれしい再会もあり

ました。到着前には、アンバサダーとホスト間のemailの交換ができない等の問題もありましたが、ACのCindy

がその都度うまく対応してくださり、無事訪問の日を迎えることができました。10月30日の福寿会館でのオリ

エンテーション、歓迎会に始まり、31日の神勝寺では、座禅、日本庭園の散策などの日本文化を体験し

ていただきました。11月1日は鞆の浦学園を訪問し、生徒の和太鼓演奏や生徒のガイドで鞆の町並み散

策を楽しみ、2日の広島平和公園訪問では、広島の平和への願いを感じていただけたことと思います。 

また、夜には、レスターシャ―訪問に参加された広島のメンバーを加え、夕食を共にしながら友好を深めま

した。11月3日、ホストと過ごしたフリーデイは、それぞれ思い出深い一日となったことと思います。 11月4日

の宮島観光では、残念ながら修復工事のため鳥居を見ることはできませんでしたが、沢山のディホストにご

参加いただき、楽しい時を過ごすことができました。11月5日のしまなみ海道ドライブでは、目の前に広がる

瀬戸内海に思わず歓声があがる程でした。そして、福山最後の夜は Farewell を兼ねたThanks Dinnerで幕を

閉じ、6日朝、次のステイ先の埼玉に向け、元気に福山を後にされました。 

  アンバサダーを受け入れてくださったホストの皆様、心のこもった料理でもてなしていただいたディナーホス

ト並びに様々な場所への訪問に参加し盛り上げてくださったデイホストの方々、ご協力を本当にありがとうご

ざいました。                                                                               

                                    HC 菅川 広弥    Co-HC 廣森 弥生  
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【 長岡 豊雄 さん 】  
大学卒業後、大阪の食品専門の輸入商社に入社。爾来約40年弱定年退職するまでこの道一筋で過 
ごしてまいりました。昨年妻に先立たれ、失意の私に同窓の弓手会長がこの楽しいＦＦヒロシマを紹介してくだ
さいました。おかげで多少元気が出てきました。 今後とも皆さんのご指導よろしくお願いします。 
 

【 田辺 実苗 さん 】 
 洋楽がきっかけで英語が好きになりました。ダンス、旅も好きです。 皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

【 卜部 ユン さん 】 
初めまして、卜部ユンです。ベトナムから来ました。いろんな国の人と交流することが趣味です。 これからもよ
ろしくお願いします。 
 

 【 安東 佑紀 さん ＆ 華恋 さん(親子) 】 
加入して間もない親子ですが、この夏、親子でオーストラリアホームステイに参加させて頂き、 観光旅行で
は味わえない様な人と人との温かい繋がりやとても貴重な体験を沢山させて頂く事ができました。フレンドシッ
プフォースの素晴らしい活動を通して今の子供世代にも海外との交流の素晴らしさがもっともっと広まって
いってくれる事を願っております。  
 

【 佐藤 芳典 さん 】 
 I am Yoshinori Sato, newly joining to FFH organization this time. After retiring European company this year at an age 
of 69 years old, I have decided to participate into this organization. My intention is to give some contribution to inter-
national voluntary activity like FFH. I wish to make use of my small ability of English and also armature bass player of  
music.  
 

【 日名 英理（ひなえり） さん 】 
大学時代はトルコ語を専攻し、卒業後社会人になってからはNOVAで英語を母国語とする外国と共に８年 
働いてきました。現在は法律事務所勤務で、外国の方と接する機会があまりなく寂しい思いをしております。
異文化交流ができるボランティアということで入会致しました。 どうぞ宜しくお願い致します。 
 

  【 多賀 徹哉 さん 】 

 福山の中高一貫校で英語教員でした。昨年度末定年退職し、現在実家の今後の運用方、フリーラン     

 スの仕事を模索中です。よろしくお願いいたします。 

 

日  程 内   容 

１月２６日  ＦＦ広島定例総会 福山とおり町交流館    

６月８日 ～ １３日  Global Youth Journey     

８月１３日 ～ ２８日    英語研修渡航 Blue Mountain/Sydney、Australia  

９月中旬    渡航 スイス Solothurn (ゾロトルン)     

１０月４日    FF 日本大会＠熊本  

１０月    受け入れ Tucson Arizona    

１１月８日 ～ １０日    SOH マニトバ（カナダ）     

● こ れ か ら の 予 定 ● 

－ 新 会 員 紹 介 － 
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【 山本 初美 さん 】  
約30年ぶりに福山市今津町へ帰って来ました。幼馴染みの斎藤かおりさんの紹介で FFに入会しました。 
宜しくお願い致します！    

 
【 木村 理沙 さん 】 

 福山に来て5年目です。英語を使う機会が少ないのですが、せっかくの機会。どんどん話していきたいと 
思います。  
 

【 東 強 さん 】 
 単語を並べるレベルの私がフレンドシップフォース広島に参加した最大の理由は今から10年前オランダ人
夫妻を迎え福山ローズコムにて展示会を企画し、そのオープニングの通訳を弓手会長に依頼したのがきっ
かけなのかな、、。     
 

【 島村 陽子 さん 】 
齊藤かおりさんのご紹介で入会させて頂きました。英会話教室講師をしております。 子供達に様々な国際
的な経験をさせてあげたいです。よろしくお願い致します。  
 

【 三上 洋子 さん 】 
 I'm very grateful for this year's new encounter in Australia and my heart full of energy. Now I am smiling with peo-
ple I have met in Tokyo. Also, next time I would like to participate in FRIENDLY SHIPS.  
 

【 Samuel N. Muchiri さん 】 
My image of the Friendship Force Hiroshima is that of a bridge. A bridge to connect people through the cross-
cultural exchange programs, education, and to bridge the gap between different age groups. Best Regards,  
 

【 篝 弘展 さん 】  
はじめまして、中学3年の受験まっただ中の篝 未菜です。今年の夏休みに初めてオーストラリアにホームス
テイをしました。これからもっと英語を勉強していきたいです。 
 

 【 細谷 俊之 さん 】 
小川徹さんの紹介で入りました。映像関係の仕事をしています。 色々な国の方と交流していけたらと思っ
ております。どうぞよろしくお願いします。  
 

【 黒川 紀子 さん 】 
 はじめまして、黒川雄生（小学6年）母の紀子です。これから、もっと英会話を勉強して色々な国に行って
みたいです！ 
 

【 ハート・プロデュース 廣山 晄 さん 】 
 はじめまして。取材編集の仕事をしています。趣味はゴルフです。仕事の都合で、 活動に参加できないこ
ともありますがよろしくお願いします。 
  

【 福島 智子 さん 】 
 I am Tomoko Fukushima who became a ＦＦmember from this year. We will continue to work with knowledge from 
active people. I live in the northern part of Kannabe town， Nice to meet you❣  
 

【 吉田 雅美 さん 】 
 斎藤さんからご紹介いただき入会しました。国際教育を通じて、人と人とが繋がる楽しさを子供達に届けた  
いなと思っています。FF広島素敵です。powerfulなみなさんに刺激をいただいています。これからもよろしくお
願いします。  

－ 新 会 員 紹 介 － 

  【 編集後記 】  

    冬季にもかかわらず、温かい日々が続いています。今回も無事に第１４号を発行することができました。

新しい会員の方々も含め、皆様のご協力ありがとうございました。News letterの質の向上のため、広報

誌へのご意見等ございましたらメールでお寄せください。     ( 編集員 小川 徹   小川 正樹 )                                                                                           
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